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本教材の特長 

本教材は，予備試験，司法試験，法科大学院入試で出題される

論文式試験問題において，合格に必要十分な解答をするためには，

どのような知識を備えておく必要があるのか，その最低限の範囲

を提示したものです。 
効率的に知識を整理するためのツールとして，本教材をご利用

ください。 
 

１ 論文式試験に役立つ知識を網羅的に掲載 

定義，趣旨，要件，効果など，論文式試験で直接問われる知

識を網羅的に掲載しています。 
また，必ずしも論文式試験では直接問われることのない知識

であっても，問題を検討する際の思考過程で役に立つであろう

知識については，積極的に取り上げることとしました。 
 

２ 知識の整理・定着に最適のマーク 

語句や事項を記載した左欄の網かけ部分には，定義，趣旨な

どのマークを付記しました。このマークは，当該語句（事項）

について押さえておくべき内容を示しています。「定義のみであ

れば定義を理解しておけば充分」，「定義，趣旨とあれば，定義

だけでなく趣旨から理解しておくべきワードである」というよ

うに，復習の際にメリハリ付けを行うことで，より効率的な知

識の整理・定着を図ることができます。 
 

３ 論証集と完全リンク 

語句（事項）の定義や制度の趣旨は，論文式試験において具

体的にどのような形で問われるのかを意識しながら学習してい

ただくため，論証集における関連箇所につき，該当ページを

「⇒論 p.○○」と表記しています。また，本教材内での関連箇

所については，該当ページを「⇒p.○○」と表記しています。 
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